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大島地域公民館運営方針・重点目標 

（１）運営方針 

① 基本方針 

 

    地域連携による公民館事業を通じた「支えあう地域づくり」 

   公民館の事業においては、地域住民が組織する団体の力を活かし、地域住民が総ぐるみとな

って、地域づくりに励めるような工夫を共に行う。団塊の世代や高齢者、各種団体の教育力を

掘り起こすだけでなく、地域の保育所や小中学校と密接に連携のうえ、公民館事業に取り組む。 

   

② 大島地域公民館のモットー 

    “ いつも笑顔で心をこめて、めざす目標は高く、敷居は低く ” 

 

③ 大島地域公民館の特色 

    「公民館は家族」を基本理念として、公民館職員同士の連帯感とチームワークを大切にする

とともに、地域の誰もが、気軽に公民館に足を運んでいただけるよう、雰囲気のよい環境の整

備や質の高い学習機会の提供に心がけ、住民が互いに見守り合い、支えあえる地域となるよう

公民館活動に取り組む。 

 

（２）重点目標 

 ① 生涯学習の推進 

   多様化する地域住民の生涯学習ニーズに対応した魅力ある事業の創出に取り組む。 

・ 成人対象事業、青少年健全育成事業、女性対象事業、高齢者対象事業、男性対象事業

を推進し、支えていく体制づくりの強化。 

・ 公民館事業を通して、世代間交流の構築。 

・ 各種クラブ活動に対する支援と施設使用の円滑化と効率化。 

   

 ② 青少年対象に関する推進 

   日本古来の伝統文化を通じ地域との交流を深めながら、情熱と創造性の高い心豊かな  

青少年を育成する「ひと」づくりに関する支援。 

・ 公民館事業を通して、地域の関係団体が連携して、青少年の健全育成に努める。 

・ 公民館事業を通して、ボランティア精神を構築する。 

・ 公民館事業を通した子どもたちの居場所づくりを支援する。 

 

③ 健康づくりの推進 

    地域住民の健康増進をはかるため、健康づくりへの関心を高めるとともに、実践活動が

できるよう支援する。 

・ 地域住民が気軽にいつでも快適にスポーツ・レクリエーション活動にチャレンジでき

るような環境づくりを推進する。 

・ 食生活改善事業を通して、健康づくりを支援する。 
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④ 郷土愛と連帯意識を育む地域社会づくり 

   各種団体との連携と調整に努め、活動の円滑化を図る。 

・ 地域の環境浄化事業を積極的に支援し、住みよい地域づくりができるようにする。 

・ 啓発広報活動の工夫と充実に努める。 

・ 組織的な活動を奨励し、連帯意識を高め、大島地区住民としての誇りが持てるように 

 する。 

 

 ⑤ 施設の有効活用 

   地域住民が、効率的、効果的に話し合い、事業を推進できるよう、施設充実のなか 

環境の整備に努める。 

  ・ 環境美化に努め、気持ちよく利用できるようにする。 

 

 ⑥ 公民館のコーディネーターとしての役割 

   公民館職員として、各自が切磋琢磨し、研修会等を通して研鑚し、何ごとも発展的に 

捉え積極的に取り組む。 

  ・ 各事業を通じて、ボランティア活動に向けた積極的な取り組みを構築する。 

  ・ 公民館で学ぶ住民の要望を的確に捉え、速やかに的確に対応できるようにする。 

  ・ 各種行事への積極的参加を働きかける等、地域住民の社会生活の向上に貢献する。 

  ・ 公民館の活動や地域の身近な出来事などをより早く地域住民に知ってもらうため、 

   「大島だより」を発行する。 

 

 ⑦ 新規利用者の拡大 

   公民館事業の見直しや、様々な工夫を心がけ、新規参加者の推進を図る。 

  ・ 講座受講者によるサークルの組織化を支援する。 

  ・ 利用団体の活動紹介を支援する。 

 

 ⑧ 客観的評価の構築 

   講座終了時のアンケートによる成否の検討、利用者へのアンケートによるニーズ把握 

  と改善点の抽出に努める。 

  ・ 公民館利用者満足度を把握し、検討し、対応できる幅を広げられるようにする。 

 


